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１．会社の現況 

(1) 当事業年度の事業の状況 

① 事業の経過及び成果 

当社では、「マーケティングを通してより豊かな未来を創造する」を企業理念に掲げ、運

用型広告の運用、コンサルティングサービスを提供してきました。当社がこれまでに請け

負い、蓄積した膨大なデータとそのノウハウをもとに、ターゲットユーザーに対して適切

な情報を適切なタイミングで適切なデバイスに提供することで多くの企業の成長に寄与し、

その結果、継続率の高いサービスを提供し続けることが出来ています。また、営業面にお

いて当社はオウンドメディアからの問い合わせのみで成り立っている為、価格優位性があ

ります。  

 

各媒体とも良好なリレーションを構築しており、その関係を活かし連携させることで、

より優れたパフォーマンスを提供することが可能となっています。今期は人員数及び組織

的な管理体制の両面で強化を行い、既存取引先へのサービスの強化に注力してまいりまし

た。  

 この結果、当事業年度の業績は、売上高 1,142,568 千円（前期比 42.6％増）、営業利益

527,071 千円（前期は営業利益 285,411 千円）、経常利益 528,707 千円（前期は経常利益

309,300 千円）、当期純利益 334,930 千円（前期は当期純利益 212,056 千円）となりまし

た。  

 

② 設備投資の状況 

当事業年度における設備投資の総額は、3,118 千円で主にパーソナルコンピューター等

オフィス内の器具備品の購入によるものであります。  

また、当事業年度中に 3,866 千円で社用車を売却しております。  

 

③ 資金調達の状況 

当事業年度中に、既存金融機関からの借入金の借り換えとして株式会社フィードフォー

スより、短期借入金 700,000 千円の資金調達を行いました。  

  



   

 

 

 

 

 

(2) 直前３事業年度の財産及び損益の状況 

区 分  第 7 期 

(2017 年 3 月期) 

 

第 8 期 

(2018 年 3 月期) 

 

第 9 期 

(2019 年 3 月期) 

 

第 10 期 

(2020 年 3 月期) 

（当事業年度）  

売上高   （千円）  367,309 591,202 801,120 1,142,568 

当期純利益又は  

当期純損失（△）   

（千円）  

72,406 152,464 212,056 334,930 

１株当たり当期純利

益又は１株当たり当

期純損失（△）  

（円）  

72,406 152,464 212,056 334,930 

総資産   （千円）  750,648 1,173,632 1,942,110 2,528,393 

純資産   （千円）  264,126 416,591 628,646 963,576 

1 株当たり純資産  

（円）  
264,126 416,591 628,646 963,576 

 

 

(3) 対処すべき課題 

当社の対処すべき主な課題は以下のとおりです。  

 

① 新規ビジネスの創出と顧客基盤の拡大 

当社は、創業以来、運用型広告領域において様々なアプローチを試み、既存顧客の満

足度を高めてまいりました。今後も競争優位性を確保し長期的に成長し続ける組織である

ためには、既存サービスの質の改善に加え、それらを取り巻く環境での新たなビジネスや

サービスを創出することが極めて重要であると考えております。将来的には運用型広告以

外でのサービス展開を図ることで、未来の収益の柱を育てるべく尽力してまいります。  

 

② 人材の確保と育成 

当社が今後更なる事業を拡大していくためには、優秀な人材の確保と育成が必要不可

欠であると考えております。特に、優秀なマーケター、デザイナーの採用は、他社との獲

得競争が激しさを増す昨今の状況を鑑みると、継続的な課題と認識しております。これら



   

 

 

 

 

の課題に対処するために、当社は、知名度の向上、研修制度の強化、福利厚生の充実を図

り、優秀な人材が長期に渡ってやりがいを感じて働くことができる職場環境の整備を進め

るとともに、採用活動の柔軟化により適時な人材の確保と育成に努めてまいります。  

 

③ 認知度の向上 

当社は、これまでオウンドメディアに注力し、近年は各種 SNS を通じて新しいマーケッ

トの創出を図ってまいりました。その結果、現在、幅広い業種、企業に当社サービスを導

入頂き、継続的な取引による確固たる顧客基盤の構築を実現することが出来ていると考え

ております。しかしながら、既存事業の更なる拡大を図るためには、当社及び当社サービ

スの認知度を向上させ、新規案件を獲得していくことが重要な課題であると認識しており

ます。今後はさまざまなチャネルでの販売促進活動に積極的に取り組み、認知度の向上を

図ってまいります。  

 

④ 内部管理体制の強化 

当社が今後更なる業容拡大、継続的成長するためには、リスク管理体制の強化と、確

固たる内部管理体制構築を通じた業務の標準化及び効率化の徹底が重要であると考えてお

ります。当社としましては、更なる内部管理体制の強化によって、より一層のコーポレー

ト・ガバナンス機能の充実を図り、経営の公正性・透明性の確保及び企業価値の最大化に

努めてまいります。  

 

(4) 主要な事業内容 

① リスティング広告運用事業 

（ア）インターネット広告の運用並びに報告レポートの作成及び報告  

（イ）広告運用業務の技術的なサポート  

（ウ）インターネット広告運用の施策提案  

（エ）インターネット広告運用のマーケティング施策の企画及び実施  

（オ）インターネット広告運用に係る営業活動  

 

② マーケティング支援事業 

（ア）マーケティングの戦略立案及び支援  

（イ）マーケティングの広告運用の施策提案  

（ウ）マーケティングの広告運用のマーケティング施策の企画及び実施  

（エ）マーケティングの広告運用に係る営業活動  

 



   

 

 

 

 

(5) 主要な営業所（2020 年 3 月 31 日現在） 

本社  東京都渋谷区  

 

(6) 使用人の状況（2020 年 3 月 31 日現在） 

使用人数  前事業年度比増減  平均年齢  平均勤続年数  

41（13）名  2 名増（9 名増）  28.9 歳 1.8 年 

（注）使用人数は就業人員であり、臨時従業員（アルバイト、契約社員、人材会社からの

派遣を含む）は、（）内に外数で記載しております。  

 

(7) 主要な借入先の状況（2020 年 3 月 31 日現在） 

借入先  借入残高  

株式会社フィードフォース  700,000 千円  

 

 

２．株式の状況 

(1) 発行可能株式総数    5,000 株 

 

(2) 発行済株式の総数   1,000 株 

 

(3) 株主数     3 名  

 

(4) 大株主 

株主名  持株数  持株比率  

株式会社フィードフォース  501 株 50.1% 

阿部 圭司  449 株 44.9% 

岡田 吉弘  50 株 5.0% 

 

 

３．新株予約権の状況 

該当事項はありません。  



   

 

 

 

 

４．会社役員の状況 

(1) 取締役の状況（2020 年 3 月 31 日現在） 

会社における地位  氏名  担当及び重要な兼職の状況  

代表取締役社長  阿部 圭司   

取締役  塚田 耕司  ㈱フィードフォース  代表取締役  

取締役  西山 真吾  ㈱フィードフォース  取締役  

監査役  岡田 吉弘  LIFT 合同会社  代表社員 

㈱フィードフォース  取締役 (監査等委

員) 

 

(2) 責任限定契約の内容の概要 

当社は、会社法第 427 条 1 項の規定に基づき、取締役（業務執行取締役であるものを

除く）との間において、同法 423 条第１項の損害賠償について、あらかじめ定める金額

又は法令が定める額のいずれか高い額を限度として責任を負担する契約を締結することが

できる旨を定款に定めておりますが、当社は責任限定契約を締結しておりません。  

 

(3) 当事業年度に係る取締役及び監査役の報酬等 

区 分  員 数  報酬等の額  

取締役  

（うち社外取締役）  

  3 名  

  （２名）  

  75,000 千円  

  （－）  

監査役  

（うち社外監査役）  

  １名  

  （０名）  

  9,600 千円  

  （－）  

合計  

（うち社外役員）  

  ２名  

  （０名）  

  84,600 千円  

  （－）  

（注）１．取締役の報酬限度額は、2018 年 5 月 28 日開催の定時株主総会において、  

年額 100,000 千円以内と決議いただいております。  

２．合計欄は実際の支給人数を記載しております。  

 

(4) 社外役員に関する事項 

① 他の法人等の重要な兼職の状況及び当社と当該他の法人等との関係 

・社外取締役 塚田耕司氏及び西山真吾氏は、㈱フィードフォース取締役を兼職してお

り、当該兼職先は当社の親会社となります。  

 

② 当該事業年度における主な活動状況 



   

 

 

 

 

 出席状況及び発言状況  

社外取締役  

塚田 耕司  

当事業年度に開催された取締役会２回の

うち 2 回出席いたしました。主に企業経

営者としての経験と知見に基づき、取締

役会の意思決定の妥当性及び適正性を確

保するため、適宜発言を行っておりま

す。  

社外取締役  

西山 真吾  

当事業年度に開催された取締役会 2 回の

うち 2 回出席いたしました。経営に関す

る専門的な知見に基づき、取締役会の意

思決定の妥当性及び適正性を確保するた

め、適宜発言を行っております。  
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